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【 は じ め に 】

乳 房 炎 は 、 病 原 、 宿 主 、 環 境 要 因 の 発 生 要 因 に よ っ て 発 症 し て い

る こ と が 知 ら れ て い る が 、 近 年 、 酪 農 経 営 の 大 規 模 化 に よ り 発 症 要

因 が 複 雑 化 し て い る （ 図 1）。 そ の た め 、 規 模 が 大 き く な る ほ ど こ

れ ま で の 搾 乳 衛 生 だ け の 指 導 で は 改 善 が 困 難 で あ り 、 総 合 的 な 対 策

が 必 要 と な る 。

今 回 、 乳 牛 390頭 を 飼 育 す る フ リ ー バ ー ン 式 、 発 酵 TMR給 与 の 農 場

で 、乳 房 炎 有 病 率 が 10％ 以 上 あ る 農 場 で の 低 減 対 策 を 講 じ た（ 図 2）。

ま ず 、 発 症 要 因 ご と に 問 題 点 を 挙 げ 、 農 場 側 が 対 策 案 を 作 成 し 、

家 保 が 確 認 ・ 検 証 す る こ と を 繰 り 返 し て 柔 軟 な 対 策 マ ニ ュ ア ル と

し 、 農 場 独 自 で 乳 房 炎 コ ン ト ロ ー ル で き る こ と を 目 的 と し た 。

【 方 法 】

平 成 23年 4月 、従 来 か ら 実 施 し て い る 衛 生 対 策 を 基 に 検 証 を 行 い 、

１ ｹ月 後 の 効 果 判 定 と 、 年 間 を 通 し て 継 続 可 能 か ど う か に つ い て 討

議 し た 。

環 境 衛 生 と し て 、 衛 生 的 な 牛 床 で 過 密 に な ら な い 頭 数 で 飼 養 管 理

す る よ う 指 導 し た 。

次 に 、 実 際 搾 乳 現 場 に 立 ち 会 っ た （ 図 3）。

従 来 、 乳 房 炎 の 判 定 は 前 搾 り に お い て 、 乳 汁 や 乳 房 の 異 常 を 認 め

た も の を PLテ ス ト の 結 果 に よ り 乳 房 炎 陽 性 と 判 定 し た も の は す ぐ に

乳 房 炎 軟 膏 に よ り 治 療 し て い た 。 し か し そ の 中 に は 、 抗 生 物 質 に よ

る 治 療 を 必 要 と し な い 個 体 が 多 く 見 受 け ら れ た こ と か ら 、 今 年 ８ 月

に 農 場 事 務 所 内 に 細 菌 検 査 ス ペ ー ス を 設 け 、 PLテ ス ト の 結 果 異 常 を

認 め た も の は 全 て 細 菌 検 査 を 実 施 し た 。 ま ず 、 普 通 寒 天 培 地 を 用 い

て 生 菌 数 を 求 め た 。 生 菌 数 に よ る 判 定 基 準 は 、 10 ４個 以 上 /mlを 要 治

療 群 と し 、 10 ３個 以 下 /mlを 頻 回 搾 乳 群 と し た 。 10 ４個 以 上 /mlの も の

は 、 DH L、 血 液 寒 天 に よ り 溶 血 性 な ど の 詳 細 を 調 べ 、 さ ら に 感 受 性

テ ス ト と カ タ ラ ー ゼ テ ス ト を 実 施 し た （ 図 4）。

乾 乳 期 に お け る 乳 房 炎 予 防 対 策 は 、 従 来 乾 乳 軟 膏 の 注 入 の み だ っ

た が 、 今 年 5月 か ら 分 娩 予 定 40日 前 に 乾 乳 期 軟 膏 を 注 入 し 、 さ ら に 1

～ 2週 間 前 に 泌 乳 期 軟 膏 を 併 用 し 万 全 を 期 し た （ 図 5）

ま た 、 分 娩 後 の 乳 汁 で 、 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 検 査 を 行 っ た （ 図 6）。

【 結 果 】

こ れ ら の 取 り 組 み に よ り 、乳 房 炎 有 病 率 は 10％ 未 満 に 低 下 し た（ 図

7）。

10 ４個 以 上 /ml群 と 10３個 以 下 /ml群 に 分 け る こ と に よ り 、 個 体 ご と



の 健 康 管 理 が 容 易 と な り 、 よ り 衛 生 的 な 搾 乳 の 順 序 が 得 ら れ た （ 図

8）。

ま た 、 乳 房 炎 の 原 因 を 細 菌 性 の も の と ス ト レ ス 等 に よ る 一 過 性 の

も の と を 区 別 で き た こ と に よ り 、 そ の 後 の 的 確 な 対 応 が 可 能 と な っ

た 。

黄 色 ブ ド ウ 球 菌 は 検 出 さ れ な か っ た 。

【 考 察 】

討 議 を 重 ね る こ と に よ り 無 理 の な い 予 防 マ ニ ュ ア ル 策 定 に よ り 、

継 続 性 に 問 題 は な か っ た 。

大 規 模 酪 農 で の 乳 房 炎 対 策 は 総 合 的 な 取 り 組 み が 必 要 で あ り 、 特

に 細 菌 検 査 の 導 入 は 、 薬 剤 使 用 量 を 減 ら し 生 乳 の 生 産 性 の 向 上 に 寄

与 し た 。

現 在 、 近 畿 生 乳 販 売 農 業 協 同 組 合 連 合 会 で は 、 よ り 厳 し い 乳 質 ペ

ナ ル テ ィ ー 基 準 を 検 討 し て い る 。 今 後 は 更 な る 生 産 性 の 向 上 、 乳 質

の 向 上 を 目 指 し 、 計 画 的 な 牛 群 の 更 新 の 実 施 や 牛 群 検 定 へ の 加 入 等

を 検 討 し て い き た い （ 図 9）。

図１．乳房炎発症要因

酪農経営の大規模化により発症要因が複雑化

病原要因

環境要因 宿主要因

搾乳衛生：搾乳不備による細菌感染
環境衛生：牛床の不備、各種ストレス対策の不備
その他：健康管理の不備、加齢による免疫低下

• 飼養頭数：搾乳牛350頭、乾乳牛40頭

• 牛舎：フリーバーン

• 給与飼料：ＴＭＲ

• 搾乳：1日3回

• 従業員数：17名

図２．農場の概要

乾乳牛：2区画

分娩後間もない牛：1区画
病牛：１区画

搾乳牛：7区画

図３．指導内容

① 衛生的な飼養管理

• 牛床を常に清潔に保つ

• 適正頭数での飼養（１頭につき９．８ｍ２）
② 搾乳衛生の遵守

図４．細菌検査（８月から導入）
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図５．乳房炎予防プログラム

分娩40日前
乾乳期軟膏を注入（セフェム系）

分娩1～2週間前

泌乳期軟膏を注入（ペニシリン系）

分娩後5日以内
乳汁サンプルで残留抗生物質検査

出荷

図６．黄色ブドウ球菌対策

分娩後5日以内の乳汁

黄色ブドウ球菌検査（年12回）

検出

淘汰

平成23年1～1０月（不検出）

図８．乳房炎検査

4～７月 PLテスト 145頭

8～10月 PLテスト＋細菌検査 84頭

病牛を2群に分け飼養管理

104 個/ml以上の群 57頭
103 個/ml以下の群 27頭

図７．乳房炎有病率の推移
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図９．今後の課題

１．高齢牛群の計画的更新

２．牛群検定への加入

新・乳質ペナルティー基準（案）
体細胞数 25万個未満/ml
細菌数 10万個未満/ml

農場の目標数値
体細胞数 10万個未満/ml
細菌数 10万個未満/ml


